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各種放射 線 ノ生物學的意義

(第十二同日本結核學會総會特別講i演)

東京帝國大學助敷授 中 泉 正 徳

1、 直接作用 ト間接作用 トノ観念

放射線 ソレ自身ノ作用 一ヨツテー次的 二起ルモ

ノラ直接作用 トイヒ、此ノ直接作用 ノ結果二次

的二起ルモ ノテ間接作用 トイフ。放射線錐内ニ

ハ直接作用 ト間接作用 トガ起 ルフケデ放射線錐

外一ノ・タ・"間接作用 ガ起ルバカリデアル。上線

(レントゲ ン線 ノ略以下之二倣 フ)照射 ノ揚合二

例ヲトツテ見ル ト癌腫 二封 スル放射線 ノ作用 ノ

如キノ・直接作用 ト解繹 サレル。腫瘍 ノ邊縁 ノー

部分ガ放射サレヌ時ハ其 ノ部分 カラ再登 スルシ

照射サレタ癌腫 ノ組織學的検索 ノ結果 カラモ明

カデアル。間接作用 ノ著 シイ例ハ子宮筋腫二封

スルモ ノデアル。李滑筋繊維 ソレ自身ハ非常二

放射線二封スル抵抗ハ大 デアルガ子宮筋腫ハ放

射線ニヨツテ卵集 テ去勢 スル結果二次的二縮小

スルノデアル。紫外線照射 ノ場合 テ考ヘテ見ル

ト紫外線ハ人禮組織 ノ透過力 ガ非常 二弱 ク殆 ド

全部 ガ表皮ニヨリ吸牧 サレルノデアルカラ極 メ

テ表在性 ノ皮膚病 ニハ直接作用モ考ヘラレルガ

全身的ノ例ヘバ紫外線 ニヨル健康檜進作用 ノ如

キハ無論其ノ間接作用 ト解程スベキデアル。

此 ノ直接作用テ最 モ嚴正軍掲二見ルニハ輩細胞

動物 テ検査スルガー番 ヨイ、紫外線 ノ或 ル波長

ニヨリ直接作用ラ以 テ軍細胞動物 テ殺ス事 ハ容

易デアルガ、上線 二於 テ・・到底人膿二慮用 シ得

ザル程 ノ大線量テ要スル上線 ガ往々細菌傳染ニ

ヨツテ起ツタ疾患 二良好 ナ影響 ノアルノノ、全部

間接作用二基ヅク事 ガ分ル。

2、 細胞 ノ登育程度 ト放射線感受性 トノ關係

分裂 中ニアル細胞及 ビ幼弱細胞 ガ上線感受性 ノ

大 ナル事 バー般 二信 ゼラル ・所 デ アル。 之 テ ト

リボ ン ドー、 ベル ゴニーTribondeau-Bergonie

ノ法 則 トイ フ細胞分裂像 ノ多 イ圓形細胞肉腫 ガ

放射線感受 性 ガ大 ナルハ其 ノ結果 デアル。腫瘍

組織 中ニアル分裂像 ノ多少(細 胞分裂係数Kar-

yokinetischerIndex)ニ ヨツテ照射線量 ラ決 定

シ其 ノ豫後 ラ推定 セ ン トスル ノモコ ・カラ出 タ

考 ヘデ アル。然 シ絡 ベテ ノ法則 一ハ例外 モアル

ノデ卵集 ノ去勢 量 ハ更年期 二近 イ婦人 ノ場合 ヨ

リモ若人婦人 ノ場合 ノ方 ガ大 デアル。從來皮膚

モ此 ノ法則 二從 ツテ年齢 ノ小 ナル場合 ニハ弱 イ

様 二信 ゼ ラレタガ事實 ハ然 ラズ皮膚 ノ耐線量 ハ

年齢 ノ如何 二拘 ラズー様 デ アル(皮 膚 ヨリ深部

ニアル皮膚以外 ノ組織 ニ シテ幼弱 ナル揚 合 ニハ

放射線感受性 ノ大 ナルモ ノガ アル。ヱ 線照射 二

當 ツテ無論此 ノ鮎 ノ注意 テ要 ス)。同 ジク皮膚 ニ

ツ イ テ モ 紫外線 デハ明瞭 ナル年齢 的差異 ガア

ル。春期畿動期以前 ハ返 ッテ感 受性 ガ悪 ク青年

期 バー番敏感 デ老人 トナル ト又感受性 ガ低 下 シ

テ來 ル。 トリボ ン ドー、ベ ル ゴニー ノ法則 ノ臨

躰的慮用 ハ上線照射 ノ場合 二於 ケル時間的因子

ノ調整 ニシテ其 ノ項 二於 テ述 ベル。

細胞 ガ分裂 中ハ放射線感受性 ノ大 ナル事 ハ事實

テアル。

然 ラバ細胞分裂 ノ四期 中何 レノ期 ガ放射 線感受

性 ガー番大 キィカ トイフ問題 ハ輩 二研 究上 ノ興

味 バカ リデナク、臨躰上 ニモ相當 ノ意義 テ有 ス

ル問題 デ多 クノ學者 ノ努力決定 セ ン トスル所 デ
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アル。生活 セル軍細胞 ニッ イテ其 ノ生活現象ヲ昭

何等障碍 スル事 ナ シニ今何 レノ分裂期 ニ アル カ

ラ決定 セ子バナ ラヌ。此 ノ方 法 モ困難 デアル シ、

叉其 ノ目的 二適 スル實験 材料ニモ 乏 シイ。Me-

taphaseナ リ トィフ人 モアル シAnaphaseノ

最 後 トTelophaseト ガ最 モ敏感 デアルMフ

読 モ アル。

3、 新陳代謝 ト放射線感受性 ト ノ關係

細胞 ノ新陳代謝 ト放射線感受性 トノ關係 テ考 ヘ

テ見 ル ト新陳代謝 ノ盛 ナモ ノハ放射線感受性 モ

大 キイ。乾 イタ種子 ハ水 ヲ含 ンデ褒 芽 二向 ツタ

モ ノヨ リモ抵抗力 ガァル。

此 ク ノ如 ク新 陳代謝 ノ盛 ナモ ノハ叉放射線 ニ ヨ

ツテ受 ケタ障碍 ヲ恢 復 スル事 モ早 イ。 甲獣腺 ハ

正常 ノモ ノヨリモ機能 ガ病 的 二充進 シタバセ ド

ー氏病 ノ場 合 ノ方 ガ敏感 デアル。

て 放射線 ノ生物學的作用 ト謝 糊

放射線 ノ生物學 的作用 ノ潜 伏期 テー般 的 二設 明

スル事 ハ六 ヅ カシイ、生物學 的攣 化 テ観察 スル

方 法 ノ精 粗 ガ大 キナ影 響 ラ有 スルハ無 論 ノ事、

照射 テ受 ケ タ時 ノ生物 ノ歌態 ニモ ヨル。輩細胞

動物 ノー種 ナル「オ イドリナ、エ レガンス」(Eu-

dorinaelegans)ハ 人 工的 一 一定 ノ條 件 ノ下 二

培 養 スル ト、正確 二5日 間 ニー度 ヅ ・分裂 スル。

此 ノ動物 テ第1日 カラ第5日 迄 ノ何 日目ニテラ

照射 スル ト生物學的攣化 ハ形態學的 二常 二次 ノ

分裂 ノ際 二初 メテ現 ハ レノら 乾 イタ種 子 ハ照射

ラ受 ケテモ水 二漁 リテ登 芽 二向 ヒ登 育 ガ開始 サ

レヌ ト攣 化 ハ現 ハ レヌ。一般 二細胞 ノ壽 命 ノ長

イモ ノ程 潜伏期 モ長 イ。之 ラ臨林的 二例 テ トツ

テ見 ル ト眼球 二近 イ腫瘍 ノ場合 二眼球 ノ水晶艦

ガ照射 ヲ受 ケル ト白内障 テ起 ス事 ガ アルガ水晶

罷iノ細胞 ハ分裂 スル事 ガナイタメニ此 ノ白内障

ノ起 ル漕伏期 モ 非常 二長 ク普通1-2年 後 二初

メテ現 バ レル。爽育 ノ非常 二緩慢 ナ骨肉腫 ナ ド

ハ照射 シテ年 モ経 テ カラ疹痛其 ノ他 ノ症状 ガ消

退 スル事 ガァル。 以上 ハ唯 直接作用 トシテ ノ例

ナルモ間接作用 トシテ子宮筋腫 ナ ドモ卵集 テ放

射 線 ニ テ去勢 シテカラ腫瘍 ノ縮 小 スル迄 二長時

間 テ要 スル。 此 ノ潜伏期 ノ問題 ニ ツイテハ生膿

ノ方 ノミナ ラズ用 ユル放射線 ノ事 モ考 へ子バナ

ラヌ。一般 二放射線 ノ波長 ガ長 クナルニ從 ツテ

皮膚 二始 メテ紅斑 ガ起 ル迄 ノ時間 ハ短 クナル紫

外線 ヤプッキー「グ レンツ線 ノ場 合 ニハ其 ノ日二

起 リ、診 断用拉 ビニ深 部治 療用上線 デハ翌 日二、

γ線 デハ尚 オク レテ起 ル。 同 ジ波長 ノ放射線 デ

モ照射方法 ニ ヨッテモ潜伏期 バー様 デナイ。一

般 二放射線 テ遷延 分割 シテ照射 スル ト皮膚 ノ攣

化、病竈攣 化全 身攣化 モ皆 オ クレテ起 ル。

5、 放射線障碍 ノ作用鮎

放射線 テ以 テ照射 スル場合生物組織 バー種 ノ複

雑 ナル物質 デアツテ化學 的構造 ハ明瞭 デナ ィニ

シテ モ分子 ノ集 合 デア リ分子 ハ叉原 子 ノ集合 二

外 ナラナ ィ。放射線 ハ此 ノ化學的 二考 ヘ ラレタ

分子或 ハ原子 ノ何庭 二作用 スルノデアラウカ?

人 艦 二磨用 サ レル放射線 ニハ種 々 ナル波長 ノモ

ノガ アツテ波長 ガ短 クナル ニ從 ツテ振動撒 ハ大

トナ リ物理學的 二考 ヘ テ「工子ル ギー」ハ大 トナ

ル。此 ノ「工子ルギー」ノ大 ナル、波長 ノ短 イヱ

線 ハ原子 二作用 シテモ能 ク其 ノ中心部 二迄作用

テ及 ボス、之 二反 シテ「工子ルギー」ノ小 ナル、

波長 ノ長 イ紫外線 ハ原 子 二作用 シテモ其 ノ中心

部 二作用 スルカ ガナ クタ ・"其ノ周邊部 テ侵 ス ノ

ミデアル。故 二」∠線 ノ作用 ハ原子 的 デアツテ其

ノ原子 ガ如何 ナル分子 テ形成 シテ居 ルカーハ關

係 ガ ナィ、如何 トナ レバ分 子 テ形成 スル ニハ原

子構造 ノ周邊部 ガ關與 スル カラデアル。之 二反

シテ原子 ノ周邊部 ニシカ作用 シ得 ナィ紫外線 二

於 テハ原子 ノ周邊部 ノ構造 ハ其 ノ原 子 ガ如何 ナ

ル分子 ヲ形成 シテ居ル カニ ヨツテー様 デナイカ

ラ紫外線 ノ作用 ハ分子 的 デァツテ同一原子 デア

ツテモ如何 ナル分 子 テ形成 シテ居ル カニ ヨツテ

其 ノ作 用 バー檬 デナィ。次 二形態學 的 二考 ヘテ

放射線 ハ細胞 ノ如何 ナル貼 二作用 スルモノデア

ラウカ、 ヘル トヰ ッヒバ蛙 ノ卵細胞 ト精子 トヲ

別 々 二同 ジ様 二照射 シテ他方照射 シナイ精子或

ハ卵細胞 ト受精 サセテ子孫 二現 バ レル放射線障

碍 テ比較 シタ。 ソ ノ結 果ハ然 シ全然 同様 デアツ
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タ。 然 ルニ卵 細胞 ハ精子 二比 べテ非常 二大 デー

ツ ノ細胞 トシテ ノ放射線 「工子ルギー」ノ吸牧量

ハ精子 ノソレニ比較 シテ遙 ヵ二大 デアル。然 シ

核 ハ雨者約 同 ジ大 サダカ ラ放射線 ノ作用鮎 ・・核

二在 ル ト結論 シテ居 ル。 ゴレハ間接 二官能的 二

研究 シタ結果 デアル ガ、 直接 二或 ル細胞 ノ放射

線 ノ影響 ヲ形態學 的 二調 べテ見 ル ト、核 ガ膨脹

シタリ牧縮 シタリ副核 ラ生 ジタ リシテ核 二多 ク

ノ攣化 ヲ見出 シ得 ルニ反 シテ原形質 ニハ室胞形

成及 ビ穎粒 ノ出現 以外鯨 リ明瞭 ナ攣化 ハ見 ラレ

ナィ。 コレハ吾人 ガ原形質 ノ攣化 ラ詳細 二検査

スル ノァ法 テ知 ラヌタメダ トィフ人 モアルガ學 界

ノ大多撒 ノ意 見 トシテハ放射線 ハ細胞 ノ核 テ侵

ス事 ニナツテ居 ル。

弓、 放射線 ニ ヨツ.テ起 ル細胞 ノ形態學的憂化

照射 直後 二起 リー過性 二経過 スルモ ノ ト照射後

一定期 間 テ経 テ起 リ永綾性 ノ攣化 トヲ大 略1畠別

シテ考ヘ ル事 ガ出來 ル。前者 ハ大線量 ナラ無論

ノ事小線量 デモ起 ルケ レドモ後者 ハ大線量 テ與

ヘタ場合 二限 リ起 ル
。即 チ細胞 二割合 二小 ナル

ー定線量 ラ與 ヘル ト細胞核 モ細胞膿 モ俘腫状態

ラ起 シ、組織 トシテハ腫脹 シ緊張 感及 ビ時 二歴

痛 テ感 ズル。人膿組織 二於 テハ耳下腺 二此 ノ好

例 テ見ル。次 二線量 ガ割合 二大 ナル時ハ其 ノ細

胞 ノ褒育速度 ニモ ヨルガー定期 間 テ経 テ細胞核

ハ牧縮 シ異型 ノ細胞 分裂像 ラ見 ラ レル
。此 ノ際

核 ノ分裂 ト細胞膿 ノ分裂 トガ連絡 テ失 ヒ往 々一

シテ核分裂 ハ終 リテモ細胞分裂 ノ起 ラヌ事 ガア

ル。其 ノ結果 トシテ多核細胞 ラ見 ル
。細胞禮 ハ

室胞 テ形成 シタ リ病的 ノ穎粒 ラ作 ツタリスル。

線 量ガ尚大 ナル トキハ無論細胞 ハ死 シ核 ハ不 染

性 トナル。

7、 同種放射線 中 二於 ケル波長 ト生物學 的作用

トノ關係

放射線 ノ種類 ガ上線 ト紫外線 トノ様 二異 レバ前

述 ノ如 ク作 用貼 モ異 リ從 ツテ生物學 的作用 モー

様 デナィガ上線 ナ リ紫外線 ナ リー種 ノ放射線 ト

シテ波長 ニヨツテ生物學 的作用 二大 ナル選揮 性

ガアルデア ラウカ?y線 ト「ラヂウム」放射線 ト

ノ範園 二於 テハ少 ク トモ生禮 二封 スル直接作用

トシテハ實性的 二全部 破壊作 用 ニシテタ ・"ソコ

ニ程度 ノ差 テ見ル ノ ミデアル。然 シ波長 ノ異 ツ

タ電磁 波 ノ「エ子ルギー」ラ測 定比較 スル事 ハ物

理學 的 二非常 二困難 デアル ノデ定量 的 ノ事 ハ正

確 二検索 スル事 ハ容 易デナィ。 強 ヒテ差 ラ求 ム

レバ放射線 一 ヨツテ起 ル皮膚 ノ紅斑 ノ潜伏期 ハ

前述 ノ如 ク波長 ノ長 クナルニ從 ツテ短 クナル。

上線 ノ量 ノ國際軍位 デアル レン トゲ ン輩位 デ紅

斑量 ラ現 シテ見 ル ト波長 ガ短 クナル ニツレテ軍

位撒 ハ多 クナル。此 ク ノ如 ク上線 ヤ「ラヂウム」

放射線 ノ範園 二於 テハ定量的 二多少 ノ差 ガアル

ノミデアルガ紫外線 ノ範園 二於 テハ此 ノ波長 ニ

ヨル選澤性 ガ非常 二明瞭 二出 テ居 ル。例 ヘバ皮

膚 ノ紅斑 テ起 ス紫外線 ・・290-310mμ ノ間 二限

ラレテ居 ル。其他種々ナル生物學的作用 デ ソレ

ラ起 ス紫外線 ノ波長 ガ限局 的 二定 メラ レルモ ノ

ガ数種 アル。 コ ノ意 味 二於 テ紫外線 テ取扱 フニ

ハ量 ノ測定 ノミナラズ波長 ノ決 定 ガ 重要 デ ア

ノレ0

8、 放 射線 ノ刺戟作用

放射線 ガ其 ノ直接作用 テ以 テ生禮 二破壌的或 ハ

抑制 的作 用 ノアル ノハ明瞭 デアル.然 ラバ如何`

ナル放射線 二如何 ナル程度 ノ建設的 ノ促進的 ノ

刺戟 的 ノ作 用 ヲ期待 シ得 ルデ アラウカ?此 ノ問

題 ニツ イテ・・往 々ニシテ放射線 ノ直接作用 ト間

接作用 トノ観念 ラ明 カニセズニ論 ゼラル ・場合

ガアル ノデ研究結果 ハ匠 々 デアル。上線 二就 テ

ハ先 キニ述 べ タ様 ナ嚴正 ナル意味 二於 ケル直接

作用 トシテ生活現 象 ヲ促進 サ セル作用 ハマグ確

謹 サ レテ居 ラヌ。詳細 二調 べ テ見 ル ト上線 ニ ョ

リー時的破壊作 川 ガ螢 マ レ其 ノ結,果 トシテニ次

的 ニー ツ ノ生物學的現象 トシテー過性 二生活現

象 ノ促進 サ レル事ハ起 ウ得 ル ノデアル。 之 二反

シテ紫外線 二於 テノ・嚴格 ナル意味 二於 ケル直接

作用 トシテ明瞭 二生物現 象ヲ促進 スル様 ナ作用

テ認 メ得 ル場合 ガ アル ノデ アル。

9、 糸1朋包分裂放身f糸泉

此 ノ放射線 ハ1923年 グ ルヰチGurwitschガ
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初 メテ報告 シタモ ノデ分 裂 シテ居 ル細胞 カラ放

射 サ レテ第 ニ ノ細胞 ノ分裂 テ促 進 スル作用 ノア

ルモ ノデ アル。玉葱 ノー ツ ノ根 テ垂直 二保 チ、

第 二根端 テ第一 ノ根 二直角 一暫 時(30-40分)

保 ツテ オク ト第ニ ノ根端 ノ分裂 シツ ・アル細胞

カ ラ彼 ノ所謂細胞分裂放射線 ガ放射 サ レテ第一

ノ根 ノ照射 ラ受 ケタ側 ノ細胞分裂 ガ促進 サ レル

トイフ ノデ アル。其 ノ後 ノ實験 ニモ ヨル ト葱 ノ

ミナ ラズ醸母菌其 ノ他多 クノモ ノカラ放射 サ レ

ル ト報告 サ レ其 ノ 波長 ハ200mμ 内外 ト ィ ヒ

260rnμ 叉 ・・340mμ ト稻iセ ラレテ居 ル。此 ノ

放射線 ハ悪性腫瘍 カラモ放射 セラ レ癌腫 ノ診断

ニモ鷹用 サ レル ト唱 ヘ ラ レル ニ及 ンデ臨躰馨學

ニモ興味 ヲ起 シタ ノデアル ガ此 ノ假設的放射線

ノ存在 ニハ尚多 ク ノ疑鮎 ガ アル ノデー般學者 ノ

承認 ラ得 ラ レタモ ノ トハ云 ハ レナ ィ。

10、 放射線照射 ノ時間的分 布

理學 的 ニー定量 ノ放射線 「工子ルギー」テ與 ヘル

ニ1同 二與ヘ ル ノ ト分割 シテ何 同 ニモ與 ヘル法

トァル。又1同 二與 ヘ ルニモ強線 デ短 時間 二與

ヘ ル ノ ト弱 線 デ長 時間與ヘル法 トアル。 又此 ノ

ニ ツ ノ因子 テ色々 二組 ミ合 セテ 行 ク事 モ 出來

ル。 他方照射 ノ封象 トナル生物 ノ種類 ニヨ リ叉

生艦 ノ駄態 ニ ヨリ此 ノ時間的囚子 ノ影響 ガー様

デナ ィ。攣 化 ノ起 ル潜伏期 ノ長短 ヤ障碍恢復 ノ

遅速 二關係 スル。放射線 ニ ヨツテ起 ル生物學 的

作用 ハ測 犬ヲナ シテ経過 シテ行 ク ト考 ヘ ラ レル

場合 ガ多 イカラ此 ノ波 ノ周期 ト分 割照射 ノ周期

トノ組合 セ方 ニ ヨツテモ色 々ナ異 ツタ結果 テ招

來 スル ト考 へ子バナ ラヌ。最 モ極端 ナ例 トシテ

乾 イタ種子 ハ放射線障碍 ラ少 シモ恢復 スル事 ガ

ナィ ノデ照射 ノ・遷延 サ レテモ分割 サ レテモ更 二

影響 ハナ イ、人膿組織 中 二於 テ其 ノ例 テ求 ム レ

バ水晶艘 ガアル。水晶膿 ハ寿命 ノ非常 二長 イ同

一駄態 ノ細胞 ノ集 團デ時間的因子 ノ影響 ヲ受 ケ

ナ ィ。其 ノ他 毛髪 二封 スル脆毛作 用モ其 ノ例 デ

アル。或 ルー種 ノ細胞例 ヘバ腫瘍細胞 ノ色 々ナ

畿育歌態 ノ集 團 ナル腫瘍組織 二封 シテ時間的 因

子 ラ考察 スル トー層複 雑 トナル ノデアル。腫瘍

組織 ノ細胞膿 係1数ハ照射 テ受 ケタ直後最小値

二達 シー定期間テ経 テ最大値 トナル此 ノ最大値

二封 シタ時ニハ細胞分裂 ニアル細胞 ガ割合ニー

番多イノデ此 ノ時期 二第ニ ノ照射 テ行 フトー番

敷果 ガアル理デアル。人禮 ノ種々ナル組織臓器

ノ各 々ノ場合二就 イテ此 ノ時間的因子ハマダ確

定サレテ居 ラヌガ實地放射線療法テ行 フ際最モ

重要ナルハ皮膚 二封 スルモ ノーシテ皮膚 ニー定

ノ作用テ與 ヘル トシテ強線ラ以テ1時 間二照射

スルモ弱線 テ以テ5時 間二照射スルモ此 ノ範園

デハ時間的因子 ノ影響 ハ現ハ レナィ。5封1以

上 ノ差テ生 ジタル場合ニハ常二強線短時間照射

ノ方ガ強 イ生物學的作用 テ呈スル。

分割照射 ノ場合キ間隔 ガ8時 間以上アル ト分割

シタ方ガ敷果ガ弱 クナル。然ルニ男性生殖腺二

封スル作用ハ全 クZト 正反封 デアル。男性生殖

腺二於テノ・放射線ガ遷延分割サ レタ方ガ生物學

的作用ハ大 トナル。放射線ラ遷延分割スル ト皮

膚二封 シテノ・作用ガ弱 クナ リ男性生殖腺二封 シ

テハ作用ガ大 トナルカラシテ此 ノ雨組織二封 シ

テ放射線 ヲ選澤的二使用 スル事 トナル ノデア

ル。一般二照射 ノ時間的因子 テ適當二定 メル事

一ヨリテ各組織臓器二封 スル放射線 ノ選揮性テ

高メ副障碍 ラ少 クシテ所期 ノ目的 ラ期待 シ得ル

ノデアル。最近東大放射線科教室 二於 テ佐野ハ

脾臓 二封 スル放射線 ノ生物學的作用 ノ時間的因

子 テ研究 シ鼠 一於 テハ1分 間二10γ(國 際 レン

トゲン輩位)ノ 強サノ放射線二於 テ生物學的作

用ハ最モ弱 クシテ是 ヨリ放射線 ガ強クナ リテモ

弱 クナリテモ生物學的作用ガ大 トナル事 テ實験

的二明一シタ。'

11、 放射線照射 ノ室間的分布

放射線療法二當 リテハ病竈 二必要 ニシテ過剰ナ

ラザル線量 テ室間的二均等 二授 ケ周園 ノ健康組

織ハ 出來 ルダケ照射 サレヌ ノガ理想デアル。

然 シ此 ノ理想ノ・臨躰的ニハナカナカ實現出來ニ

クキモノデ病竈照射 モ不均等ニナリ勝 チデアル

シ周園 ノ健康組織 モ相當 ノ線量テ受 ケル ゴレハ

此 ノ周園 二直接作用 テ以 テ明瞭ナ攣化テ起サヌ
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迄 モ全身的 ノ間接障碍 ノ原因 トナルモ ノデ此 ノ

所謂室間線量 ニ ツイテハ各個禮 ノ全身症状 二慮

ジテ充分 ナル考慮 テ要 スルモ ノデ アル。此 ノ鮎

二於 テノ・上線療法 ヨリモ γ線療法 ノ方 ガ優秀 ナ

モ ノデ「ラヂウム」テ用 ユ レバ放射線 テ割合 二病

竈 二局限 シテ健康組織 ハ保護 サ レル、吾人 ガ癌

腫 ノ療法 二當 リ上線 ヨ リモr線 ノ方 ガ敷果 アル

トナス原 因 ノー ツデ アル。結核 性疾患 テ有 スル

患者 ヤ白血病患者 ノ如 ク放射線感受 性 ノ大 ナル

揚合 ニハ此 ノ室 間線量 テ出來 ルダケ小 ニ シテ放

射線 ラ有数 二利用 セ子 バナ ラヌ。結核患者 二紫

外線 ラ照射 スル場合 ニモ急激 二廣 イ面積 ノ皮膚

ラ照射 スル ト獲熱 シ不愉快 ナ結果 ラ起 ス ノ・・注

意 スベ キ庭 デアル。

12、 放射線 ノ理學的拉 ビニ生物學 的測定問題 。

放射線 ノ測定 ニハ理學的方法 ト生物學的方 法 ト

ガァル。純客観的 ニ シテ然 モ反覆性 ヲ確立 スル

タメ ニ理 學的方 法 テ ヨ シ トスル。上 線 ノ方 ハ

1928年 以來 國際協定 ガ成立 シ 波長 二 ・・無 關係

二測 定出來 ル様 ニナツ テ居 ル。上 線 ハ種 々ナル

生物學的作用 ニハ紫外線 二於 ケル様 ナ急激 ナ著

シイ波長選澤性 ガナィシ個性 ニモ習慣性 ニモ顧

慮 ス〈ごキ程度 ガ紫外線 一比 シ遙 二少 イ、 此 ノ意

味 二於 テ測定 問題 ハ上線 ノ方 ガ簡軍 デアル。 紫

外線 二於 テハ之二反 シ前述 ノ如 ク波長選澤性 ガ

大 ナル爲其 ノ測定問題 ・・先 ヅ第一 二相 當適確 ナ

ル定性測定 カ ラ始 メ子バナ ラヌ。紫外線 ノ定量

法 ニモ理學的 ト生物 學的 トノニ方法 ガアル。後

者ハ個人性其 ノ他 ノ攣 異 ガ甚 シクテ到底測定 ノ

基準 トハナセナィ。理學的方法 ニノ・種 々ナルモ

ノガ基 ゲ ラレルガ上線 ノ場 合 ノ様 二凡ベ テ ノ波

長 二共通 スル様 ナ方 法 ガナィ。或 ル特殊 ノ波長

二封 シテノ ミ感受性 アル測定法 トナ リ先 ヅ第一

二測定 セン トスル波長 ト測定器 ノ感癒範園 トラ

合致 サ セ子バ ナラヌ。各 波長範園 ニ ツイテ專属

ノ測定器 テ要 スル ノデ皮膚 ノ紅斑 テ起 ス強 サヲ

測定 スル装置 ヲ以 テシテノ・抗狗縷病数果 ダ ノ殺

菌 カグ ノヲ同時 二測定 スル事 ハ出來 ナィ、此 ノ

如 ク純 理學的 ニモ紫外線 ノ特殊 ノ波長範 園 ノ量

テ取扱 フノノ・相 當複雑 シテ居 ル。所 ガ照射 ノ封

象 ラナス生禮 ガ又 紫外線 二封 シテ實 二不 安定 デ

アル。前述 ノ如 ク同 ジ人 デモ身禮部位 ニ ヨリ季

節 ニ ヨリ習慣性 ニヨ リ生活状 態 ニ ヨリ年 齢 ニヨ

リ皮膚 ノ抵抗力 ハ憂動 スル。人 ガ違 ヘバ無論個

人性 テ考 ヘ ネバナ ラヌ。故 二純 理學的 二測 定 サ

レター定量 ノ紫外線 ニヨ リ決 シテ生物學 的 二同

一 ノ結果 ヲ期待 スル事 ハ出來 ナ イ
。純 理學 的 二

定性的 二定量的 二測定 サレタ紫外 線 ヲ以 テ先 ヅ

各 照射例 ニツイテ其 ノ時 ノ生艦 ノ紫外線 抵抗力

二就 キ豫備試験 テシ然 ル後 二本照射 ニカ ・ラ子

バナラヌ。放射線 ノ測定 ナル仕事 ハ何腿 デ何人

ガ如何 ナル光線 ヲ以 テシテモ常 ニー定 ノ生物學

的敷果 テ期待 シ得 ンガ爲 ノモ ノデ アル。上線 ノ

揚合 ニハ純理學的測定 ノ ミデ充 分 デ ァツテ生物

學的測定法 ハ既 二歴史的 ノモ ノ トナ ツタ。 然 ル

ニ紫外線 二於 テハ此 ノ雨者 ガ雨 々相 挨 ツテ始 メ

テ完全 ナル測定法 トナル ノデ アル。理 學的測 定

法 ハツマ リ定性的 二定量的 二照射條件 ラ確 實 二

反覆 スル爲 二必要訣 ク可 ラザルモ ノデ自然科學

トシテハ仕事 ノ根抵 デアル。然 シコレ ト同時 二

照射 ノ封象物 タル生艦 ノ感受性 テ試 験 シ是 二始

メテ完全 ナル署學的測定法 トナ リ照射前 豫 メー

定 ノ生物學 的数果 ラ期待 シ得 ル ノデアル。




